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賃
上
げ
求
め
ス
ト
ラ
イ
キ
連
帯
集
会

春
闘
も
大
詰
め
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が

　 

３
月
１
４
日
の
統
一
回
答
集
中
日
を

迎
え
、
多
く
の
組
織
で
春
闘
が
攻
勢
的

に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
県

労
連
と
加
盟
組
織
で
の
特
徴
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

４
月
２
日
早
朝
、
教
職
員

の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

る
県
民
文
化
ホ
ー
ル
前
で

宣
伝
を
行
っ
た
。
県
労

高松での集会の様子

県
労
連
が
春
闘
統
一
行
動
を
実
施

　
３
月
１
５
日
、
県
労
連
は
全
国
一
斉

の
春
闘
統
一
行
動
に
呼
応
し
、
春
闘
早

朝
宣
伝
行
動
を
高
知
県
庁
前
交
差
点
で

実
施
し
ま
し
た
。
３
月
１
４
日
の
回
答

集
中
日
翌
日
に
実
施
し
た
宣
伝
行
動
に

は
、
各
組
織
か
ら
１
４
名
が
結
集
し
、
春

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
ス
ト
連
帯
集
会
開
催

　 

３
月
２
０
日
、
郵
政
産
業
労
働
者
ユ

ニ
オ
ン
（郵
政
ユ
ニ
オ
ン
）
は
、
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
３
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
回

答
を
受
け
て
行
わ
れ
た
抗
議
ス
ト
ラ
イ
キ

に
呼
応
す
る
形
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
連
帯
集

会
を
高
知
中
央
郵
便
局
前
で
行
い
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
県
労
連
加
盟
組
織
や

友
好
労
組
、
政
党
か
ら
約
３
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
昨
年
９
月
１
４
日
の
東
京

地
裁
と
２
月
２
１
日
の
大
阪
地
裁
で
示

さ
れ
た
２
０
条
裁
判
の
勝
利
報
告
と
と

も
に
、
２
０
条
裁
判
の
対
策
と
し
て
日

本
郵
政
が
新
た
に
提
案
し
て
き
た
一
般

職
の
住
居
手
当
削
減
案
に
つ
い
て
、
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
筒
井
執
行
委
員
長
か
ら
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
政
府
は
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」や

「
均
等
待
遇
の
実
現
」
と
謳
っ
て
は
い
ま

す
が
、
そ
の
中
身
は
経
団
連
が
求
め
る
、

正
規
労
働
者
の
処
遇
を
非
正
規
労
働
者

の
水
準
に
ま
で
引
き
下
げ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
元
々
は
、
国
有
企
業
で

あ
っ
た
日
本
郵
政
の
住
居
手
当
削
減
案

も
、
政
府
と
経
団
連
が
狙
う
政
策
を

打
ち
出
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
回
答
に
対
し
、
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
は
、
全
国
１
１
拠
点
、
１
９
職
場
で

ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

高
知
県
同
様
の
連
帯
集
会
は
８
ヵ
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
労
組
で
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施

　
医
労
連
の
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

（Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）労
働
組
合
は
３
月
２
９
日
、

退
職
手
当
引
き
下
げ
の
一
方
的
強
行

実
施
に
対
し
、
全
支
部
で
ス
ト
ラ
イ
キ
・

闘
ビ
ラ
の
配
布
と
自
治
労
連
、
こ
う
ち

生
協
労
組
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
、
医
労
連
、

県
教
組
が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
口
委
員
長
は
、
一
部
の
正
職
員
に

し
か
及
ん
で
い
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
実
態

に
触
れ
、
幻
想
の
「
賃
上
げ
」
を
創
り

出
す
官
製
春
闘
か
ら
の
脱
却
を
訴
え
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
組
織
労
働
者

の
賃
上
げ
を
自
分
た
ち
の
手
で
勝
ち
取

り
、
未
組
織
を
含
む
非
正
規
労
働
者

の
底
上
げ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
う
ち
生
協
労
組
の
清
水
氏
は
、「
日

本
国
憲
法
に
は
、
人
類
愛
な
ど
の
崇
高

な
理
念
が
書
か
れ
て
い
る
。
安
倍
首
相

が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
憲
法
改
正
は
、
憲

法
に
落
書
き
を
す
る
よ
う
な
も
の
。
」

と
、
安
倍
政
権
の
憲
法
９
条
改
悪
に
反

対
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

統
一
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ト

ラ
イ
キ
・
統
一
行
動
に
は
、
高
知
西
支

部
で
１
９
名
が
参
加
し
、
１
時
間
の
時

限
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ス
ト

ラ
イ
キ
で
は
、
早
朝
に
職
員
へ向
け
た
ビ

ラ
配
り
な
ど
の
宣
伝
行
動
を
行
い
、
食

堂
に
て
決
起
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
機
構
本
部
は
、
昨
年
を
上
回
る
３
６

億
円
の
黒
字
を
見
込
み
な
が
ら
、
２
億

円
の
経
費
が
か
か
る
２
０
１
７
年
賃
金
の

４
月
遡
及
（機
構
は
人
事
院
勧
告
準
拠

と
し
て
い
る
が
、
国
が
行
う
賃
金
の
４
月

遡
及
）
は
行
わ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
※
次
回
本
部
団
体
交
渉
は
調
整
中
。

連
、
退
婦
教
、
退
協
教
か
ら
の
応
援
を

含
め
、
９
名
で「
採
用
お
め
で
と
う
」
と

書
か
れ
た
手
製
の
横
断
幕
も
広
げ
な
が

ら
、
チ
ラ
シ
を
配
布
。
３
３
５
名(

昨
年

比
４
５
名
増
）
の
新
採
教
職
員
１
人
１

人
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
「
希
望
あ
ふ

れ
る
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
日
、
私
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
た
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
た
▼
私

が
こ
の
宣
伝
に
参
加
し
た
過
去
２
回
は
あ

い
に
く
の
雨
だ
っ
た
が
、
今
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
た
。
柔
ら
か
い
春
の
日
差
し
に

照
ら
さ
れ
た
新
採
の
方
の
表
情
か
ら

は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
に
も
こ
れ

か
ら
始
ま
る
学
校
で
の
仕
事
に
対
す
る

決
意
と
希
望
の
思
い
が
読
み
取
れ
た
。

始
業
式
、
入
学
式
を
経
て
子
ど
も
た

ち
の
前
に
立
つ
と
き
、
そ
の
思
い
は
さ

ら
に
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

す
る
▼
し
か
し
、
新
採
者
を
待
つ
学
校

の
現
実
は
厳
し
く
、
昨
年
度
は
県
内
で

６
名
の
新
採
の
方
が
病
休
を
取
ら
れ
、

２
名
の
方
が
退
職
し
て
い
る
。
初
心
が

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
」
に
つ
な
が
る
仕

事
、
そ
し
て
教
職
員
と
し
て
の
生
き
が

い
、
働
き
が
い
へと
つ
な
が
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
そ
う
な
る
た
め
に

私
た
ち
組
合
も
力
を
尽
く
し
た
い
と
の

思
い
を
新
た
に
し
た
。
（石
）

田口委員長の訴え

中央郵便局前での様子
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政
府
は
真
実
を
語
れ
！

　
３
月
２
７
日
、
高
知
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン

と
県
内
５
野
党
（立
憲
民
主
党
、
民
進

党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
新
社
会
党
）

は
森
友
疑
惑
の
徹
底
解
明
、
安
倍
内

閣
の
退
陣
を
求
め
る
緊
急
昼
休
み
宣
伝

行
動
を
県
庁
前
交
差
点
で
行
い
、
８
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
政
党
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
政
党
か
ら
社
民
党
高
知
県
連
合
の
久

保
幸
次
郎
代
表
、
新
社
会
党
高
知
県

本
部
の
吉
田
元
彦
副
委
員
長
、
日
本

共
産
党
高
知
県
委
員
会
の
米
田
稔
県
議

重
税
反
対
統
一
行
動
高
知
中
央
集
会
が
開
催
さ
れ
る

野
党
と
市
民
の
共
同
宣
伝
実
施

団
幹
事
長
が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し

た
。
立
憲
民
主
党
の
武
内
則
男
衆
議

院
議
員
、
市
民
と
野
党
の
共
同
候
補

と
し
て
高
知
２
区
か
ら
押
し
上
げ
た
無

所
属
の
広
田
一
衆
議
院
議
員
か
ら
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
を
馬
鹿
に
し
た
証
言
を
連
発

　
田
口
委
員
長
は
、「
佐
川
前
国
税
庁

長
官
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
証
言

は
ゼ
ロ
回
答
。
『
総
理
や
官
邸
、
財
務

大
臣
か
ら
の
書
き
換
え
の
指
示
は
な
か
っ

た
』
と
明
言
す
る
一
方
、
具
体
的
な
経

過
に
つ
い
て
は『
刑
事
訴
追
の
恐
れ
が
あ

る
の
で
お
答
え
で
き
な
い
』
を
連
発
し

た
。
午
後
の
衆
議
院
で
も
同
じ
で
あ
れ

ば
、
疑
惑
解
明
の
た
め
に
昭
恵
夫
人
、

昭
恵
夫
人
付
き
元
秘
書
の
谷
氏
、
迫

田
元
理
財
局
長
の
証
人
喚
問
が
必
要
に

な
る
。
も
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
安
倍
内
閣
は
即
総
辞
職

す
べ
き
だ
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
真
相
究
明
と
昭
恵
夫
人
の
証

人
喚
問
を
求
め
る
シ
ュプ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上

げ
ま
し
た
。

　
３
月
１
３
日
、
高
知
城
ホ
ー
ル
に
て
、

３
・
１
３
重
税
反
対
統
一
行
動
高
知
中

央
集
会
が
開
催
さ
れ
、
３
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
統
一
行
動
は
県
下
６
ヵ

所
で
開
催
さ
れ
、
重
税
反
対
、
消
費
税

１
０
％
へ
の
引
き
上
げ
反
対
に
加
え
、

森
友
疑
惑
の
徹
底
究
明
を
求
め
ま
し

た
。

　
集
会
直
前
に
、
国
税
庁
長
官
で
あ
っ

た
佐
川
氏
が
、
財
務
省
理
財
局
長
当
時

の
森
友
学
園
問
題
で
の
国
会
答
弁
や
決

裁
文
書
の
改
ざ
ん
を
理
由
に
辞
任
し
ま

し
た
。
麻
生
財
務
大
臣
は
、
佐
川
前
国

税
庁
長
官
を「
適
材
適
所
」と
言
い
張
っ

て
い
ま
し
た
が
、
辞
任
し
た
途
端
に「
佐

川
が
や
っ
た
こ
と
」
と
、
決
裁
文
書
改

ざ
ん
の
責
任
を
す
べ
て
佐
川
氏
に
負
わ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
集
会
で
は
、
森
友
疑
惑
の
徹
底
究
明

を
求
め
る
プ
ラ
カ
ー
ド
も
掲
げ
ら
れ
る
な

ど
、
納
税
者
か
ら
は
怒
り
の
声
が
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

国民を騙し改憲を推し進める安倍政権にｽﾄｯﾌﾟを！

自
民
党
が
党
大
会
を
開
催

　
３
月
２
５
日
、
自
由
民
主
党
は
党

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
安

倍
首
相
は
演
説
の
冒
頭
で
財
務

省
に
よ
る
公
文
書
改
ざ
ん
問
題

に
つ
い
て
陳
謝
し
ま
し
た
が
、
そ

の
一
方
で「
結
党
以
来
の
課
題

で
あ
る
憲
法
改
正
に
取
り
組
む

時
が
来
た
。
（自
衛
隊
を
巡
る
）

違
憲
論
争
に
終
止
符
を
打
と

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」と
、

憲
法
改
正
への
意
欲
を
改
め
て

示
し
ま
し
た
。

憲
法
改
正
へ
の
執
念

　
当
初
の
予
定
で
は
、
党
大
会

で
憲
法
改
正
の
４
項
目
で
あ
る

「
憲
法
９
条
」「
緊
急
事
態
条

項
」「
合
区
解
消
」「
教
育
無
償

化
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
条

文
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
森
友
問
題
で
の
公

文
書
改
ざ
ん
問
題
を
受
け
、

今
年
中
の
憲
法
改
正
論
議
は

難
し
い
と
の
憶
測
も
出
て
い
ま

し
た
が
、
３
月
２
２
日
に
行
わ

れ
た
自
民
党
憲
法
改
正
推
進

本
部
の
全
体
会
合
で
、
自
民

党
は
細
田
博
之
本
部
長
に
対

応
を
一
任
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
戦
力
の
不
保
持
な

ど
を
定
め
た
９
条
２
項
を
維
持
し
な

が
ら
「
９
条
の
２
」
を
新
設
し
、
自

衛
隊
の
存
在
を
明
記
す
る
方
針
が
大

筋
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
今
後
の
動
き
と
し
て
は
、
森

友
学
園
の
文
書
改
ざ
ん
問
題
な

ど
に
よ
る
、
世
論
の
動
向
や
支

持
率
を
睨
み
な
が
ら
、
自
民

党
党
大
会
で
大
筋
確
認
さ
れ
た

条
文
案
を
ま
と
め
、
憲
法
審

査
会
へ提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
憲
法
改
正
の
ス
ケ

ジ
ュー
ル
は
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
０
０
０
万
署
名
の
推
進
を

　
当
初
の
予
定
か
ら
は
遅
れ
て
い

る
も
の
の
、
秋
の
臨
時
国
会
ま

た
は
、
来
年
１
月
か
ら
の
通
常

国
会
冒
頭
で
の
、
憲
法
改
正
の

発
議
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
３
０
０
０
万
署
名
は
、

①
ま
ず
発
議
を
さ
せ
な
い
、
②

国
民
投
票
で
憲
法
改
正
案
を
否

決
す
る
、
た
め
の
も
の
で
す
。

５
・
３
憲
法
集
会
へ
結
集
を
！

　
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
５
月

３
日
の
憲
法
集
会
を
大
き
な
運

動
の
山
場
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
集
会
へ結
集
す
る
と
と
も

に
、
３
０
０
０
万
署
名
を
地
域

の
隅
々
か
ら
集
め
切
り
、
憲
法

県庁前の様子

徹底究明を求めるﾌﾟﾗｶｰﾄﾞでｱﾋﾟｰﾙ

改
悪
ス
ト
ッ
プ
と
安
倍
政
権
か
ら
の
転

換
を
求
め
る
世
論
を
大
き
く
広
げ
ま

し
ょ
う
。
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判決に抗議する様子

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
が
活
発
に
！

メーデーの歴史を知ろう

 

　
５
月
１
日
は
第
８
９
回
高
知
県
中

央
メ
ー
デ
ー
で
す
。「
労
働
者
の
祭

典
」と
も
言
わ
れ
る
メ
ー
デ
ー
の
歴

史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
労
働
者

が
勝
ち
取
っ
て
き
た
権
利
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
「
メ
ー
デ
ー
」

　 

１
８
８
６
年
５
月
１
日
に
ア
メ

リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
労
働
組
合
が
８

時
間
労
働
制
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ

キ
・
デ
モ
行
進
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の
際
、
ア

メ
リ
カ
の
労
働
者
は
、
８
時
間
は

「
仕
事
」
の
た
め
に
、
８
時
間
は

「
休
息
」
の
た
め
に
、
残
り
の
８

時
間
は
「
好
き
な
こ
と
」
の
た
め

に
、
と
訴
え
ま
し
た
。
当
時
の

労
働
者
は
、
低
賃
金
で
１
日
１

２
時
間
以
上
働
か
さ
れ
る
な

ど
、
過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
労
働

者
自
ら
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
３

年
後
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
第
２
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
創
立
大
会
で
は
、
８

時
間
労
働
制
実
現
の
デ
モ
を
行
う
こ

と
が
決
議
さ
れ
、
さ
ら
に
５
月
１
日

第
８
９
回
高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　【
日
程
】
５
月
１
日

（火
）　
　
９
時
２
０
分
～

　
　
　       

　
　
９
時
２
０
分
う
た
ご
え
、
１
０
時
開
会

             

　
１
０
時
４
５
分
　
デ
モ
行
進

                

１
２
時
　
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル

　【
場
所
】
高
知
市
中
央
公
園

（南
側
）

メ
ー
デ
ー
大
交
流
会

　【
日
程
】　
５
月
１
日

（火
）
１
２
時
４
５
分
～

　【
場
所
】　
高
知
城
ホ
ー
ル
４
階

　
※
お
弁
当
を
高
知
城
ホ
ー
ル
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、

     

必
要
な
組
織
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇地域メーデーの日程

【嶺北】 ５月１日(火)14:00～改善ｾﾝﾀｰ

【中村】 ５月１日(火)17:30～河川敷広場

【土佐清水】 ５月１日(火)17:30～中央公園

※日程が確定しているものだけ掲載

を
労
働
運
動
の
日
に
設
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
以
降
、
メ
ー
デ
ー
は
国

際
社
会
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

全
国
で
メ
ー
デ
ー
は
開
催

　 

昨
年
は
、
全
国
で
３
０
０
ヵ
所

以
上
、
約
１
７
万
人
も
の
労
働

者
が
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
、
賃

上
げ
や
憲
法
守
れ
の
声
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
東
京
の
代
々
木
公

園
で
開
催
さ
れ
た
メ
ー
デ
ー
中

央
集
会
へは
、
約
３
万
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
高
知
県
中
央
メ
ー

デ
ー
に
は
、
約
９
０
０
人
が
参
加

し
、
「
８
時
間
働
け
ば
帰
れ
る
、

普
通
に
暮
ら
せ
る
」
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

積
極
的
な
取
組
み
で
仲
間
を
増
や
そ
う

医
労
連
・
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
労
働
組
合

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
労
働
組
合
は
、
４
月
２
日
、

新
人
研
修
１
日
目
の
昼
食
休
憩
の
時
間

を
利
用
し
、
職
員
食
堂
で
新
人
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
支
部
長

の
挨
拶
後
、
昨
年
医
労
連
ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
２
０
代
の
若
い
２
名
か

ら「
組
合
に
入
っ
て
職
場
の
為
に
出
来
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
」な
ど
率
直
な
感

想
も
含
め
た
組
合
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
医
労
連
共
済
の
説
明

を
行
う
と
、
さ
っ
そ
く
共
済
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

医
労
連
・
全
日
赤
労
働
組
合

　
３
月
２
８
日
、
全
日
赤
労
働
組
合

は
、
新
人
研
修
の
昼
食
休
憩
を
利
用

し
、
新
採
者
に
労
働
組
合
の
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。
。
初
め
に
、
全
日
赤
労
組

が
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
職
場

の
先
輩
と
し
て
組
合
員
か
ら
労
働
組
合

への
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
呼
び
か

け
後
、
す
ぐ
に
１
名
の
方
が
加
入
用
紙

を
役
員
に
手
渡
し
、
拡
大
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

県
教
組
で
も
拡
大
！

　
年
度
末
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
呼
び
か
け

で
、
高
教
組
に
青
年
臨
時
教
員
が
加

盟
、
４
月
１
日
に
も
１
名
が
加
入
し
ま

し
た
。
４
月
２
日
に
は
辞
令
交
付
式
で

土
佐
清
水
労
連
・
春
闘
学
習
会
を
実
施

　
３
月
２
９
日
、
土
佐
清
水
労
連
は

春
闘
学
習
会
を
土
佐
清
水
市
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
高
知
一

般
の
組
合
員
や
個
人
加
盟
の
組
合
員

ら
１
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
県
労
連
の
牧
書
記
長
か

ら
春
闘
情
勢
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
知
一
般
に

個
人
加
盟
し
た
３
名
の
組
合
員
か

ら
、
地
元
の
栄
幸
商
事
を
解
雇
に

な
り
、
解
雇
撤
回
闘
争
を
行
っ
た
争

議
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た

（解
雇
を
通
告
さ
れ
た
労
働
者
３
名

が
高
知
一
般
に
加
盟
。「
整
理
解
雇

の
４
要
件
」
を
満
た
し
て
い
な
い
と
し

て
解
雇
撤
回
を
求
め
た
。
結
果
は
退

職
金
を
含
む
和
解
金
と
未
払
い
賃
金

の
支
払
い
を
勝
ち
取
り
退
職
）。

　
土
佐
清
水
で
そ
の
よ
う
な
争
議
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
、
参
加
者
か
ら
は

驚
き
の
声
が
出
さ
れ
、
組
合
の
必
要
性

が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ＪＣＨＯ労組のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

全日赤労組の組合紹介の様子学習会の様子 県
教
組
への
加
入
を
呼
び
か
け
る
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
５
月
７
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
０
７
号
の
答
え
は
「
ス
ギ
カ

フ
ン
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

池
田 

康
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

児
玉　

安
喜
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

中
平　

重
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
県
国
公
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①○○の祭り　

③期間の終わ

り。 ――手当　

⑤しかけ。――

を見破る　⑦こ

の詩は○○を

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
○
○
の
他
人

　
②
ラ
グ
ビ
ー
で
は
５
点
の
得
点

　
③
ピ
ン
か
ら
○
○
ま
で
　
④
双

子
、
一
対
の
と
い
う
意
味
の
英

単
語
。
―
―
ル
ー
ム
　
⑥
危
う
き

に
近
寄
ら
な
い
人
？
　
⑧
虚
礼

―
―
　
⑨
泳
ぎ
な
が
ら
貝
を
割
れ

る
動
物
　
⑪
禍
い
の
も
と
。
―
―

を
断
つ
　
⑬
○
○
あ
れ
ば
苦
あ
り

　
⑮
○
○
の
ひ
と
声

踏んでいてリズミカ

ルだ　⑧30分。1時

○○　⑩会の進行

を司ること　⑫蛙の

○○に水　⑭個人

用の部屋　⑯数少

ない――アボカド

川
柳
コ
ー
ナ
ー

ど
ウ
ド
ウ
と
退
局
決
め
た
有
働
さ
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○針路を読んで、人生の３分の１は仕事、職場にこそ法律や権

利が生かされなければならない。 本当にそうだと思います。 私

の職場でも体調不良（ストレス）で休職している方がいます。働

きやすい職場とは…考えさせられます。 自治労連 （Ｙ・Ｉ）

〇憲法と地方自治を守る運動を職場でいかに創り出していくか

の重要性を感じています。 自治労連 （Ａ・Ｋ）

○給食センターの委託、センター化についての問題点を指摘さ

れたことが掲載されていましたが、 行政 （市町村役場） は、 田

舎に行けば、 １つの大きな産業のようなものであり、 地産地消

や地域の雇用の場として、その地域の経済活動に大きな影響を

与えていることを改めて感じました。 自治労連 （Ｔ・Ｋ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

誰
か
ら
の
指
示
か
言
わ
ぬ
が
昭
恵
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
（牧
師
）

沢
山
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

○「スギカフン」毎年ひどいとニュースは言います。川柳コーナー

でよく名前を見るお二方が、最近気になります。自治労連（Ｍ・

Ｒ）

○今年で、 とうとう５０才…頭の体操にクロスワードパズルが役

立っています。もちろん、本文も読んでますよ…。自治労連（Ｙ・

Ｔ）

○地産地消率について、１％でも違えば地域への影響も大きく変

わることを初めて知りました。子供たちが地産の食材を身近に知

るためにも、地産率が引き上げられることを期待したいです。県

国公 （Ｓ ・ Ｎ）

県労連青年部が学習交流会！
　
３
月
３
１
日
、
県
労
連
青
年
部
は
学
習
交
流
企
画
「
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
・
お
花
見
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
自
治
労
連
、
県

教
組
、
医
労
連
、
宇
治
電
労
組
、
ミ
ロ
ク
労
組
か
ら
午
前

中
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
に
は
１
５
名
、
午
後
か
ら
の
お
花
見
に
は

１
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

黒
を
白
消
し
た
り
出
し
た
り
安
倍
一
強

　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
、
経
験
者

で
あ
る
ミ
ロ
ク
労
組
の
参
加
者

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
チ
ー
ム

対
抗
で
課
題
に
挑
み
ま
し
た
。

休
憩
中
に
は
、
労
働
組
合
に
つ

い
て
の
ク
イ
ズ
を
事
務
局
が
出

題
し
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
ク
イ
ズ

の
合
計
点
を
競
い
ま
し
た
。
お

花
見
は
、
桜
吹
雪
が
舞
う
中
で

お
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

宣
誓
書
も
破
棄
し
た
か
奸
臣
ら

言
い
募
り
騙
し
通
し
て
国
溶
か
す

お花見の様子


